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考えは地球規模で。行動は足元から
　 ～6月は環境月間～
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新しい議長、副議長が決まりました
｢高山祭の屋台行事」が無形文化遺産候補に
木造住宅の耐震化補助がより利用しやすく
市県民税の年金特別徴収が始まります
完成間近。アンダーパス工事
水中歩行運動 会場も４カ所に拡充
男女共同参画情報誌 新しい風
新型インフルエンザに備えて
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ふるさと納税で
飛驒高山を
応援してください
いただいた寄附金は、
魅力ある高山のまちづくりに
活かします。
（問合先 企画課　35-3131）

昔ながらの田植えに都会っ子歓声
（ふるさと体験飛驒高山で教育旅行受入れ）

5月13日撮影・一之宮地域
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見
つ
め
直
し
て

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

増
え
続
け
る

温
室
効
果
ガ
ス

　

6
月
5
日
は「
環
境
の
日
」で
す
。
こ

の
日
は
、
１
９
７
２
年
6
月
5
日
に
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た「
国
連

人
間
環
境
会
議
」を
記
念
し
て
定
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

国
連
で
は
、
日
本
の
提
案
を
受
け
て

6
月
5
日
を「
世
界
環
境
デ
ー
」と
定
め

て
お
り
、
日
本
で
は「
環
境
基
本
法
」

（
平
成
5
年
）で「
環
境
の
日
」を
定
め
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
6
月
の
１
ヶ
月
間

を「
環
境
月
間
」と
し
て
設
定
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
環
境
月
間
を
契
機
に
、
環
境
に

つ
い
て
考
え
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
が
生
活
す
る
地
球
上
の
気
温

は
平
均
で
約
15
℃
に
保
た
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
大
気
中
に
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
2
）や
水
蒸
気
な
ど
の「
温
室
効

果
ガ
ス
」が
あ
り
、
地
表
か
ら
放
出
さ

れ
る
熱
が
宇
宙
空
間
に
逃
げ
る
の
を
防

い
で
い
る
か
ら
で
す
。

　

も
し
、
大
気
中
に
温
室
効
果
ガ
ス
が

全
く
な
か
っ
た
ら
、
地
球
上
の
気
温
は

平
均
で
約
マ
イ
ナ
ス
18
℃
と
な
っ
て
し

ま
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
温
室
効
果

ガ
ス
の
お
か
げ
で
、
地
球
上
は
人
間
や

動
植
物
が
生
き
て
い
く
た
め
に
ち
ょ
う

ど
良
い
気
温
に
保
た
れ
て
い
る
の
で
す
。

考えは地球規模で  行動は足元から／6月は環境月間

知恵や工夫集めて
低炭素社会、高山から

地球は今、温暖化など多くの環境問題を抱えています。
私たちの毎日の暮らしの中で、地球にやさしいことを一人ひとりが考え、

無理をせずに、できることから始めましょう。
一人ひとりの小さな行動の積み重ねが、大きな改善につながります。

低炭素社会の
実現に向けて
高山市の主な取組み

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
①

あ
っ
た
か
さ
ホ
ッ
コ
リ

森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
購
入
助
成
な
ど

　

市
で
は
、
低
炭
素
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

や
薪
ス
ト
ー
ブ
の
購
入
、
ペ
レ
ッ
ト

燃
料
の
購
入
費
用
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

補
助
金
の
種
類

①
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
や
薪
ス
ト
ー

ブ
の
購
入
設
置
助
成

②
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
の
購
入
助
成

補
助
対
象
者 

市
内
に
住
所
の
あ
る

方
、
ま
た
は
町
内
会
な
ど
で
、
次

の
要
件
を
満
た
す
方

①
ス
ト
ー
ブ
補
助
金　

自
ら
居
住

す
る
住
宅
、
ま
た
は
活
動
施
設（
当

該
団
体
の
活
動
の
た
め
に
使
用
す

る
施
設
）に
暖
房
用
と
し
て
設
置
す

る
場
合

②
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
補
助
金　

ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
を
自
ら
居
住
す
る
住

宅
や
団
体
な
ど
の
活
動
施
設
に
暖

房
用
と
し
て
設
置
し
て
い
る
方
で
、

指
定
事
業
者
か
ら
購
入
す
る
場

合
。
た
だ
し
、
当
該
補
助
金
を
３

年
度
分
受
け
て
い
な
い
方

乗鞍山麓五色ヶ原の森
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国
民
の
９
割
が

｢

低
炭
素
社
会
を
実
現
す
べ
き｣

　

し
か
し
、
産
業
革
命
以
後
、
石
油

な
ど
の
化
石
燃
料
の
消
費
や
森
林
伐

採
な
ど
に
よ
っ
て
温
室
効
果
ガ
ス
は
急

速
に
増
加
し
て
お
り
、
今
ま
で
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
地
球
表
面
付
近
の
気
温
は
徐
々
に

上
昇
し
て
お
り
、
地
球
は
過
去
に
例

が
な
い
ほ
ど
人
間
活
動
の
影
響
を
受

け
、
気
候
が
変
動
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
は
、
私
た
ち
人
類
に

と
っ
て
ま
す
ま
す
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
大
気
や
海
洋
の
温
度
が
こ

の
ま
ま
上
昇
す
れ
ば
、
気
候
変
動
は
ま

す
ま
す
激
し
く
な
り
、
人
類
だ
け
で
な

く
あ
ら
ゆ
る
生
物
の
生
存
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
増
加
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
抑
え
る
こ
と
で
地
球
温
暖
化
を

抑
止
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
わ
た
し
た

ち
が
何
を
す
べ
き
か
は
、
お
の
ず
と
見

え
て
き
ま
す
。
そ
れ
が
Ｃ
Ｏ
2
の
排
出

が
少
な
い
「
低
炭
素
社
会
づ
く
り
」
な

の
で
す
。
国
が
行
っ
た
「
低
炭
素
社
会

に
関
す
る
特
別
世
論
調
査
」
で
も
、
低

炭
素
社
会
を
実
現
す
べ
き
と
答
え
た
人

は
9
割
に
も
達
し
て
お
り
、
そ
の
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

補
助
対
象
経
費

①
ス
ト
ー
ブ
補
助
金　

本
体
、
煙

突
、
付
属
部
品
、
壁
貫
通
工
事
、

防
火
工
事
、
取
付
施
工
料
の
１
／

３
以
内
の
額
（
限
度
額
：
１
台
に

つ
き
10
万
円
）

②
ペ
レ
ッ
ト　

10
㎏
当
た
り
１
０
０
円

（
限
度
額
：
年
額
１
万
円
）

＊
①
、
②
と
も
平
成
21
年
4
月
1
日
以
降
の
適
用
と

な
り
ま
す
。
購
入
設
置
す
る
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先

環
境
課

35-

3
4
6
7

問
合
先

環
境
課

35-

3
4
6
7

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
②

エ
コ
な
暮
ら
し

モ
デ
ル
住
宅
で
提
案

高
山
の
木
材
使
っ
た
エ
コ
住
宅
建
設

　

市
で
は
、
公
園
な
ど
に
隣
接
す

る
緑
豊
か
な
場
所
に
環
境
に
配
慮

し
た
住
宅｢

エ
コ
ハ
ウ
ス
」
の
木
造

２
階
建
て
の
モ
デ
ル
住
宅
の
建
設

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、｢

エ
コ
ハ
ウ
ス｣

の

普
及
を
目
指
す
環
境
省
の
事
業
で

取
り
組
む
も
の
で
、
高
山
市
を
含

む
全
国
20
カ
所
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
高
山
の
木
材
と
木
質

資
源
を
利
用
し
、
最
新
の
エ
コ
技

術
や
飛
驒
の
伝
統
建
築
技
術
な
ど

を
活
用
し
な
が
ら
、
寒
冷
多
雪
地

域
に
対
応
し
た
木
造
エ
コ
ハ
ウ
ス

を
提
案
し
て
い
く
計
画
で
す
。

＊
関
連
議
案
を
市
議
会
定
例
会
に
上
程
し
ま
す
。

｢バイオマスエネルギー」を
知っていますか？

バイオマス燃料の一つであるペレット燃料。
ペレットとは英語で「小さい塊」の意。間伐材や
木くずなどを小さく固めて作ります

　バイオマスとは、もともと生物（bio）の量（mass）
のことで、エネルギー源や原料として使うことがで
きる、再生可能な生物由来の動植物資源（化石燃料
は除く）の総称です。
　バイオマスエネルギーは、燃やしてもその際に排
出されるCO2がもともと大気中から光合成によっ
て動植物の体内に固定されたものであることから、
正味の排出量はゼロの自然エネルギーで、古来から
薪や炭のようにすでに身近に利用されています。
　バイオマスの種類としては、木材（木くず）、海草、
生ゴミ、紙などの有機物です。今日では、地球温暖
化防止などに向けて、新たな技術による活用が可能
になり、化石燃料に代わる新たなエネルギー源とし
て期待されています。
　市では、低炭素社会の実現に向けて、木質バイオ
マスの利用を積極的に促進するために、今年度から
ペレットストーブ・薪ストーブの購入、ペレット燃
料の助成制度を新たに設けました。皆さんの暮らし
の中でバイオマスエネルギーを活用しましょう。
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裾
野
か
ら
広
げ
る

  

環
境
活
動

　

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
、
か
け
が
え

の
な
い
地
球
環
境
を
残
す
た
め
に
も
、

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
実
行
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
球
に
や
さ
し
い

循
環
型
の
社
会
に

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
、
た
く
さ
ん

の
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
二
酸
化
炭
素
な
ど

の
温
室
効
果
ガ
ス
が
多
く
排
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
球
の
平
均
気
温
は
、
20
世

紀
の
１
０
０
年
間
で
約
０
・
６
℃
上
昇

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
私
た
ち
が
何

も
し
な
い
で
今
の
生
活
を
続
け
て
い
く

と
、
１
０
０
年
後
の
地
球
の
平
均
気
温

は
最
悪
の
場
合
、
５
・
８
℃
も
上
昇
し
、

海
面
が
88
㎝
上
が
る
恐
れ
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、
地
球
環
境
に

大
き
な
負
担
を
か
け
る
現
在
の「
大
量

生
産
│
大
量
消
費
│
大
量
廃
棄
」型
の
社

会
経
済
シ
ス
テ
ム
を
改
め
、
地
球
に
や

さ
し
い
循
環
型
の
新
た
な
社
会
づ
く
り

に
、
み
ん
な
で
取
り
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

問
合
先

環
境
課

35-

3
4
6
7

問
合
先

環
境
課

35-

3
4
6
7

高
山
青
年
会
議
所
で
は
５
月
10
日
、
林
道

な
ど
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
、
約
１

㌧
の
不
法
投
棄
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た

第18回 飛驒高山クリーン作戦
　今回は東山中学校周辺で清掃活動（ごみ拾
い）を行います。
　期日　6月13日（土）（小雨決行）
　時間　午前10時～正午
　　　　・東山中学校集合
　　　　・どなたでも参加できます。
　　　　・ごみ袋をご持参ください。
　　　　・ できるだけ徒歩か自転車でお越しください。
　問合先　環境課 235-3467

手軽にできるエコライフ手軽にできるエコライフ
　地球温暖化をもたらす二酸化炭素（CO2）は、家庭や事業
所などでエネルギーを消費することによって、生じています。
電気、ガス、水道などのムダをなくして、地球温暖化を防止
しましょう。ムダをなくすと家計も助かります。
　日々の生活から多くの取組みができます。今一度生活を見
直してみませんか。

電気を消して、環境について考えてみませんか？

ライトダウンキャンペーン
6月21日（日）　午後８時～10時
7月  7日（火）　午後８時～10時

高山市では、このキャンペーンに参加し、
市民のみなさんにも消灯を呼びかけています。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
③

温
暖
化
対
策
の
推
進
に

目
標
定
め
た
計
画
づ
く
り
も

地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画

や
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
の
策
定

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
や
事
業
活
動

に
伴
う
電
気
・
ガ
ス
・
灯
油
な
ど
の

使
用
、
自
動
車
の
利
用
、
ご
み
の

排
出
（
焼
却
、
埋
立
）
な
ど
か
ら
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸

化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
に

は
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
地
域
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
の
実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

市
民
・
事
業
者
・
行
政
そ
れ
ぞ
れ

が
役
割
を
適
切
に
分
担
し
、
地
域

で
の
地
球
温
暖
化
対
策
を
一
層
推

進
す
る
た
め
、「
高
山
市
地
球
温
暖

化
対
策
地
域
推
進
計
画（
仮
称
）」を

策
定
し
ま
す
。

　

一
方
、
地
球
温
暖
化
は
、
知
ら

れ
て
い
る
だ
け
で
も
約
１
７
０
万
種

と
も
い
わ
れ
る
多
様
な
生
物
な
ど

か
ら
な
る
生
態
系
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
生
物
多

様
性
を
保
全
す
る
た
め
の
、『
高

山
市
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
（
仮

称
）』の
策
定
も
進
め
て
い
ま
す
。

洗濯には風呂の残り湯を利用する
7kg-CO2・4,200円/年

白熱灯（100W）を蛍光ランプ（30W）
に換える　55kg-CO2・3,000円/年

テレビをつける時間を1時間減らす
14kg-CO2 800円/年
使っていない時にテレビや洗濯機のコンセ
ントを抜く（待機電力を約50％削減する）
60kg-CO2・3,400円/年

冷房の温度を1℃高く、暖
房の温度を1℃低く設定する
33kg-CO2・1,800円/年
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特集

問
合
先

林
務
課

35-

3
1
4
3

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
④

地
域
材
の
利
用
促
進
で

健
全
な
森
林
環
境
づ
く
り

匠
の
家
づ
く
り
支
援
事
業

　

温
暖
化
対
策
で
森
林
の
整
備
は

大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

日
本
一
広
大
な
森
林
面
積
を
持
つ

高
山
市
で
は
、
市
内
で
伐
採
さ
れ

た
木
材（
地
域
材
）の
利
用
を
拡
大

す
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
新
築
や

増
改
築
へ
の
助
成
制
度
を
創
設
し

ま
し
た
。

補
助
対
象
者　

次
の
４
つ
の
要
件

を
満
た
す
住
宅
の
建
築
主

①
市
内
に
自
ら
、
ま
た
は
家
族
が

　

居
住
す
る
一
戸
建
て
木
造
住
宅
の

　

新
築
や
増
築

②
新
築
の
場
合
は
、
構
造
用
木
材

　

に
地
域
材
を
80
％
以
上
、
増
改

　

築
の
場
合
は
80
％
以
上
か
つ
５

　

㎥
以
上
使
用

③
市
内
工
務
店（
支
店
、
営
業
所
で

　

も
可
）な
ど
が
建
築
す
る
住
宅

④
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

　

査
な
ど
の
情
報
提
供
に
協
力
で

　

き
る
方

補
助
金
額　

地
域
材
使
用
料
１
㎥

あ
た
り
２
万
円（
新
築
50
万
円
、
増

改
築
20
万
円
が
限
度
額
）

＊
制
度
の
詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は
、
着
手
前
に
お

　

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
間
伐
や
徐
伐
、
植
栽

な
ど
を
支
援
す
る
制
度
を
設
け
て

森
林
整
備
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

レ
ジ
袋
有
料
化
か
ら
７
ヵ
月
。
受
け
取
り
辞
退
は
８
割
以
上

　

地
球
温
暖
化
防
止
と
ご
み
減
量
化

を
目
指
し
て
、
平
成
20
年
10
月
1
日

か
ら
市
内
ス
ー
パ
ー
な
ど
を
中
心
に

レ
ジ
袋
削
減（
有
料
化
）の
取
組
み
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

有
料
化
後
7
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
平
均
の
レ
ジ
袋
辞
退
率
は

80
％
を
超
え
、
レ
ジ
袋
削
減
に
多
く

の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
や
循
環
型
社

会
の
構
築
の
た
め
、
買
い
物
に
は
マ
イ

バッ
グ
を
持
っ
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

森の不思議を謎とく
～初夏の平湯散策・大ねずこを訪ねて～

　奥飛驒の雄大な自然を満喫する自然散策会です。森
の営みを学びながら、｢森の巨人たち100選｣の平湯大
ねずこを巡る約4㌔のコースです。
期日　6月13日（土）
時間　午前9時～正午
　　  （午前8時30分受付）
場所　飛驒・北アルプス自然文化
　　　センター（奥飛驒温泉郷平湯）
対象　小学生高学年以上（小学生
　　　は保護者同伴）
定員　15人
参加費　無料
申込方法　６月11日（木）までに
申込・問合先　飛驒・北アルプス自然文化センター
　　　　　　　20578-89-2618

森の素晴らしさや源流の大切さを体感
～第17回源流の森づくり～

　中部日本の分水嶺で、宮川・神通川の最上流部にあ
る｢源流の森｣で、森の素晴らしさや源流の大切さを体
感するイベントです。
期日　６月27日(土)
時間　午前8時～午後３時30分
場所　遊々の森（愛称：源流の森）｣(一之宮町)
対象　どなたでも
内容　●1日コース／ツリークライミング体験＆木工教
室：6歳以上定員30人 ●午前の部／①健脚コース（源
流の一滴観察）②散歩コース（巨樹・巨木の観察）※定
員はそれぞれ 50人程度、いずれかのコースを選択 ●
午後の部／①源流の森自然散策：定員50人②間伐体
験：定員20人③なめこの植菌体験：定員30人※いず
れかのコースを選択
参加費　大人1,000円、小学生以下500円
申込方法　住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、6月
22日（月）までに 　  、
申込・問合先　一之宮支所基盤産業課
　　　　　　　253-2211  FAX53-2948

●レジ袋辞退率の報告結果
（平成20年度平均・順不同）

有料化実施事業者名 レジ袋辞退率
アピタ飛驒高山店 87.6%
駿河屋魚一 89.8%
バロー高山店 82.4%
ＪＡひだ　Ａコープ店舗 92.4%
主婦の店高山店 バリュー岡本店 90.5%
ファミリーストアさとう 90.3%
モリー東山店 90.2%
酒のスーパーゴリラ 91.4%
酒のボス 66.6%
中部薬品　Ｖドラッグ 92.3%
ウィズハートヘルスバンク 91.5%
くらやホームセンター 96.1%
ジップドラッグ　桐生薬局 92.2%

（平　　均） 88.7%

削減協力事業者名 レジ袋辞退率
ジャンボあらき 46.9%
ホームセンターバロー 10.0%
ＪＡひだ　営農店舗 49.6%

（平　　均） 35.5%
※削減協力事業者：有料化はしていないがレジ袋削減に協
　力している事業所
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市
議
会
臨
時
会
が
5
月
12
日

に
開
催
さ
れ
、
議
長
に
蒲か

ば

建け
ん

一い
ち

さ
ん
、
副
議
長
に
車く

る
ま

戸ど

明あ
き

良ら

さ

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
は
、

松ま
つ

本も
と

紀き

史し

さ
ん
が
選
任
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
委
員
会
の
構
成
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

（
◎
＝
委
員
長
、
○
＝
副
委
員

長
、
順
不
同
・
敬
称
略
）

 
●
第
2
回
高
山
市
議
会
臨
時
会

議
長
に
蒲
氏
、
副
議
長
に
車
戸
氏
を
選
出

■
総
務
企
画
委
員
会

◎
増ま

す

田だ

繁し
げ

一か
ず　

○
溝み

ぞ

端ば
た

甚じ
ん

一い
ち

郎ろ
う

中な
か

筬お
さ

博ひ
ろ

之ゆ
き　

松ま
つ

葉ば

晴は
る

彦ひ
こ　

水す
い

門も
ん

義よ
し

昭あ
き　

松ま
つ

本も
と

紀き

史し　

牛う
し

丸ま
る

尋ひ
ろ

幸ゆ
き

杉す
ぎ

本も
と

健け
ん

三ぞ
う　

蒲か
ば　

建け
ん

一い
ち

■
福
祉
保
健
委
員
会

◎
村む

ら

瀬せ

祐ゆ
う

治じ　

○
松ま

つ

山や
ま

篤あ
つ

夫お

若わ
か

山や
ま

加か

代よ

子こ　

岩い
わ

垣が
き

和か
ず

彦ひ
こ　

車く
る
ま

戸ど

明あ
き

良ら　

佐さ

竹た
け　

稔み
の
る　

木き

本も
と

新し
ん

一い
ち　

中な
か

田だ

清せ
い

介す
け　

島し
ま

田だ

政ま
さ

吾ご

■
文
教
経
済
委
員
会

◎
中な

か

田だ

裕ひ
ろ

司し　

○
真ま

野の

栄え
い

治じ

倉く
ら

田た

博ひ
ろ

之し　

水み
な

口く
ち

武た
け

彦ひ
こ　

石い
し

原は
ら

孫ま
ご

宏ひ
ろ　

藤ふ
じ

江え

久ひ
さ

子こ　

今い
ま

井い

武た
け

男お

伊い

嶌し
ま

明あ
き

博ひ
ろ　

下し
も

山や
ま

清せ
い

治じ

■
基
盤
整
備
委
員
会

◎
橋は

し

本も
と

正ま
さ

彦ひ
こ　

○
村む

ら

中な
か

和か
ず

代よ

丸ま
る

山や
ま　

肇は
じ
む　

牛う
し

丸ま
る

博ひ
ろ

和か
ず　

岩い
わ

野の

照て
る

和か
ず　

野の

村む
ら

末す
え

男お　

谷た
に

澤ざ
わ

政ま
さ

司し

小こ

井い

戸ど

真ま
こ

人と　

大た
い

木き　

稔
み
の
る

■
議
会
運
営
委
員
会

◎
下し

も

山や
ま

清せ
い

治じ　

○
中な

か

田だ

清せ
い

介す
け

岩い
わ

垣が
き

和か
ず

彦ひ
こ　

中な
か

筬お
さ

博ひ
ろ

之ゆ
き　

木き

本も
と

新し
ん

一い
ち　

野の

村む
ら

末す
え

男お　

水す
い

門も
ん

義よ
し

昭あ
き

伊い

嶌し
ま

明あ
き

博ひ
ろ　

杉す
ぎ

本も
と

健け
ん

三ぞ
う

■
駅
周
辺
整
備
特
別
委
員
会

◎
大た

い

木き　

稔み
の
る　

○
石い

し

原は
ら

孫ま
ご

宏ひ
ろ

中な
か

筬お
さ

博ひ
ろ

之ゆ
き　

松ま
つ

山や
ま

篤あ
つ

夫お　

水み
な

口く
ち

武た
け

彦ひ
こ　

溝み
ぞ

端ば
た

甚じ
ん

一い
ち

郎ろ
う　

村む
ら

瀬せ

祐ゆ
う

治じ　

中な
か

田だ

清せ
い

介す
け　

谷た
に

澤ざ
わ

政ま
さ

司し　

小こ

井い

戸ど

真ま
こ

人と　

伊い

嶌し
ま

明あ
き

博ひ
ろ　

下し
も

山や
ま

清せ
い

治じ

■
交
通
網
対
策
特
別
委
員
会

◎
佐さ

竹た
け　

稔み
の
る　

○
岩い

わ

野の

照て
る

和か
ず

若わ
か

山や
ま

加か

代よ

子こ　

真ま

野の

栄え
い

治じ　

岩い
わ

垣が
き

和か
ず

彦ひ
こ　

丸ま
る

山や
ま　

肇は
じ
む　

倉く
ら

田た

博ひ
ろ

之し　

中な
か

田だ

裕ひ
ろ

司し　

松ま
つ

葉ば

晴は
る

彦ひ
こ　

水す
い

門も
ん

義よ
し

昭あ
き　

村む
ら

中な
か

和か
ず

代よ　

松ま
つ

本も
と

紀き

史し
○
主
な
成
立
議
案

条
例
案
件（
１
件)

▽
個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

特
別
控
除
の
創
設
や
、
土
地
等

の
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
特
別

控
除
の
創
設
な
ど
の
税
条
例
の

改
正

予
算
案
件（
２
件
）

▽
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事

業
へ
３
千
万
円
の
助
成
を
増
額

す
る
一
般
会
計
補
正
予
算

▽
地
方
交
付
税
の
確
定
な
ど
に
伴
っ

て
行
っ
た
15
億
１
千
３
２
１
万
円
を

増
額
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算

の
専
決
処
分

蒲　建一議長車戸明良副議長

期　日 内　　容 会　場

5/29日（金） 本会議　 議場

6/8日（月） 本会議（一般質問） 議場

9日（火） 本会議（一般質問） 議場

10日（水） 本会議（一般質問） 議場

11日（木）
本会議（一般質問） 議場

議会運営委員会　
（本会議終了後） 全員協議会室

12日（金）
総務企画委員会 第一委員会室

福祉保健委員会 第二委員会室

15日（月）
文教経済委員会 第一委員会室

基盤整備委員会 第二委員会室

16日（火） 予算特別委員会 全員協議会室

17日（水） 本会議 議場

※上記の日程は変更になる場合があります。
※時間はいずれも午前9時30分からです。

　

平
成
21
年
第
３
回
高
山
市

議
会
定
例
会
が
５
月
29
日
か

ら
6
月
17
日
ま
で
開
か
れ
る

予
定
で
す
。

　

本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
手
話
通
訳
や
要
約
筆

記
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
会
議
の
様
子
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ヒ
ッ
ト

ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
で
も
中
継
し
て

い
ま
す
。

●
無
料
端
末
で
も
議
会
中
継

　

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

市
で
は
、
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
無
料
で
利
用
で
き

る
パ
ソ
コ
ン
を
、
各
支
所
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
検
索
・
閲
覧
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
市

議
会
の
本
会
議
開
催
時
に
は

議
会
中
継
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
時
間　

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

市
議
会
定
例
会
が

始
ま
り
ま
し
た　
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応募先
問合先

都市整備課
235-3176 FAX35-3168
toshiseibi@city.takayama.lg.jp

麗
江
市
と
の
友
好
推
進
へ
意
見
交
換

　

4
月
29
日
か
ら
5
月
1
日
の

3
日
間
、｢

２
０
０
９
中
国
昆
明

国
際
観
光
祭
」に
出
席
す
る
た

め
、
土
野
市
長
が
中
国
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
雲
南
省
と
昆

明
市
が
主
催
す
る
同
省
の
観
光

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
。
高
山
市
が
同

省
麗
江
市
の
友
好
都
市
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
招
待
を
受
け
た

も
の
で
す
。

　

訪
問
中
に
行
わ
れ
た
王お

う

君く
ん

正せ
い

・
麗
江
市
人
民
政
府
市
長
と

の
会
談
で
は
、
交
流
研
修
員
や

農
業
研
修
生
の
派
遣
交
流
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
両
市
の
友
好

関
係
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
。
ま
た
、
5
月
1
日

の
邵し

ょ
う

琪き

偉い

・
中
国
国
家
旅
游
局

長
と
の
面
談
で
は
、
今
年
10
月

に
中
部
地
方
で
開
催
さ
れ
る
日

中
韓
観
光
大
臣
会
合
の
二
日
目

の
会
場
が
高
山
市
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
局
長
の
訪
日
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
旨
を
伝
え
ま
し
た
。

 

日
中
韓
観
光
大
臣
会
合
へ
の
国
家
旅
游
局
長
の
来
高
も
要
請

新設公園の名称を募集
　市では、旧パークボウル跡地に新しく公園を整
備し、平成21年7月下旬に全面オープンを予定
しています。
　この公園は、市街地や飛驒山脈の眺望も素晴
らしいものがあり、開放的な芝生広場で風を感じ
ながら、安らぎ憩えるよう整備しました。
　今回、市民のみなさんに親しみやすく、また愛
される公園とするため、広く名称を募集します。
施設概要　芝生広場、遊歩道、展望デッキ、　
　　　　　 トイレ、駐車場
注意事項　・応募作品は自作で未発表に限ります
　　　　　・採用作品に関する一切の権利は高
　　　　　　山市に帰属します。
　　　　　・応募作品は返却しません。
応募方法　住所、氏名、年齢、電話番号、名称、
名称の解説を記入のうえ6月22日（月）までに　　、
　　、　　で申し込みください。

陸上競技フィールドが収まるほどの広さです 王君正市長（右）と会談する土野市長

　

国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
で
あ
る「
高
山
祭

の
屋
台
行
事
」
が
ユ
ネ
ス

コ
の
無
形
文
化
遺
産
の

国
内
候
補
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
祭
り

な
ど
無
形
の
文
化
遺
産
を
世

界
的
に
保
護
す
る
た
め
に
、

ユ
ネ
ス
コ
が「
人
類
の
無
形

文
化
遺
産
の
代
表
的
な
一
覧

表
」を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

今
回
、
国
内
の
候
補
と
し

て
、
高
山
祭
の
屋
台
行
事
を

は
じ
め
13
件
が
選
ば
れ
ま
し

た
。　

今
後
は
、
8
月
末
に

ユ
ネ
ス
コ
に
提
案
書
が
提
出

さ
れ
、
審
査
を
経
て
来
年
の

9
月
頃
に
決
定
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

今
回
選
ば
れ
た
内
容
は
、

春
・
秋
の
高
山
祭
で
す
。
屋

台
の
巡
行
や
、
か
ら
く
り
の

上
演
、
祭
行
列
、
闘
鶏
楽
、

獅
子
舞
な
ど
の
祭
礼
行
事
。

ま
た
、
宮
本
、
年
行
司
と
呼

ば
れ
る
役
の
指
示
で
行
わ
れ

る
こ
と
や
、
屋
台
組
の
存
在

な
ど
祭
礼
組
織
に
も
特
色
が

み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
が
目
指
し

て
き
た「
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

文
化
遺
産
」と
は
異
な
る
制

度
で
の
選
定
で
す
が
、
今
回

の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

一
覧
表
登
録
の
候
補
と
な
っ

た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
伝

統
的
な
文
化
の
継
承
や
、
歴

史
的
な
景
観
の
保
存
活
用
を

さ
ら
に
進
め
、
地
域
の
み
な

さ
ん
と
協
力
し
て
、
歴
史
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

｢

高
山
祭
の
屋
台
行
事｣

が

無
形
文
化
遺
産
の
候
補
に

 

ユ
ネ
ス
コ
の
登
録
は
来
秋
／
県
内
で
は
初
の
選
定



8
2009.6.1

地
震
発
生
！

我
が
家
は
大
丈
夫
？

 

耐
震
化
補
助
が
よ
り
利
用
し
や
す
く
／
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
に
も
補
助

基
準
強
度
7
割
以
上
も

補
助
の
対
象
に

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の

設
置
に
補
助

●
木
造
住
宅
の
耐
震
補
助

　

本
年
度
か
ら
補
助
基
準
を
緩

和
し
て
、
耐
震
強
度
を
７
割
以

上
確
保
す
る
工
事
も
対
象
と
し

ま
す
。

補
助
額　

最
大
１
２
０
万
円（
補

　

助
率
10
／
10
）基
準
強
度
以

　

上
の
場
合
は
最
大
１
８
０
万
円

補
助
要
件

・ 

耐
震
診
断
の
結
果
、
補
強
工

事
が
必
要
で
あ
る
も
の

・
市
税
に
滞
納
が
な
い
方

・ 

所
定
の
強
度
が
確
保
で
き
る

計
画
で
あ
る
も
の

・ 

岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震
相
談

士
が
設
計
監
理
を
行
う
も
の

・ 

概
ね
年
内
に
工
事
が
完
了
す

る
も
の

申
込
期
間　

12
月
18
日
㈮
ま
で

●
無
料
耐
震
診
断

　

木
造
住
宅
を
所
有
さ
れ
る
方

を
対
象
に
、
無
料
で
耐
震
診
断

を
行
う
相
談
士
を
派
遣
す
る
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

補
助
要
件

・ 
市
内
に
一
戸
建
て
の
木
造
住

宅
を
所
有
し
て
い
る
方

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

※
耐
震
診
断
の
結
果
報
告
書
の

受
け
取
り
ま
で
に
は
、
3
ヵ
月

程
度
か
か
り
ま
す
。

※
木
造
以
外
の
構
造
部
分
が
あ

る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
間　

11
月
30
日
㈪
ま
で

●
木
造
住
宅
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

　

設
置
補
助

　

本
年
度
か
ら
木
造
住
宅
に
お

住
ま
い
の｢

災
害
時
要
援
護
者｣

を
対
象
と
し
て
、
地
震
時
に
家

屋
の
倒
壊
か
ら
身
を
守
り
、
安

全
な
空
間
を
確
保
す
る
た
め
の

「
耐
震
シ
ェル
タ
ー
」の
設
置
費
用

の
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

補
助
額　

最
大
30
万
円（
補
助

　

率
10
／
10
）

補
助
要
件

・ 

市
福
祉
課
か
ら
災
害
時
要
援

護
者
の
登
録
を
受
け
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
方

・ 
耐
震
診
断
の
結
果
、
所
定
の

強
度
が
な
い
も
の

・
市
税
に
滞
納
が
な
い
方

・ 

公
共
機
関
か
ら
評
価
を
受
け

て
い
る
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
で

あ
る
も
の

・ 

概
ね
年
内
に
工
事
が
完
了
す

る
も
の

申
込
期
間　

12
月
18
日
㈮
ま
で

問
合
先

都
市
整
備
課

35-

3
1
5
9

長期優良住宅の認定制度スタート
　｢長期優良住宅の普及の促進に関する法律」が平
成20年12月に公布され、６月４日から新築住宅を対
象として、長期優良住宅の認定申請の受付を開始し
ます。認定を受けた住宅は、固定資産税の減額など
の対象となります。
　この住宅の建築を促進することで、建設産業廃棄
物の減少、環境負荷の低減などが期待されています。
＊｢長期優良住宅｣とは、構造躯

く

体
たい

の劣化対策、耐震性、維持管理・　
更新の容易性、可変性、バリアフリー性、省エネルギー性の性能を有　
するなどの基準を満たし、県または市から認定を受けた住宅をいいます。

認定申請の手続き窓口
　岐阜県飛驒建築事務所、または都市整備課（規
模・構造・建築場所によって異なります）
固定資産税の手続き窓口　税務課

問合先 都市整備課　235-3159
税務課　　  235-3136 

　

ア
ス
ベ
ス
ト（
石
綿
）は
肺
が

ん
や
中ち

ゅ
う

皮ひ

腫し
ゅ

を
発
症
す
る
発
が

ん
性
が
問
題
と
な
り
、
現
在
で

は
原
則
、
製
造
・
使
用
な
ど
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
今
年
度
よ
り
既
存
の
建
築

物
に
使
用
さ
れ
て
い
る
吹
き
付

け
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
と
除

去
工
事
な
ど
に
つ
い
て
補
助
制

度
を
創
設
し
ま
し
た
。

《
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
》

補
助
額　

最
大
25
万
円（
補
助

率
10
／
10
）

対
象
と
な
る
建
築
物　

吹
き
付

け
建
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
有
さ

れ
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
建
築
物

《
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
等
工
事
》

補
助
額　

最
大
２
０
０
万
円

（
補
助
率
２
／
３
）

対
象
と
な
る
建
築
物　

調
査
の

結
果
、
吹
き
付
け
建
材
に
ア
ス

ベ
ス
ト
を
含
有
す
る
建
築
物

調
査
や
除
去
に
補
助

ア
ス
ベ
ス
ト

問
合
先

都
市
整
備
課

35-

3
1
5
9

中央の白い工作物が耐震シェルター
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問
合
先

駅
周
辺
整
備
課

35-

3
1
8
0

問
合
先

都
市
整
備
課

35-

3
1
7
6

問
合
先
税
務
課

35-

3
1
3
6

　

今
秋
10
月
か
ら
、
公
的
年
金

に
か
か
る
所
得
の
市
・
県
民
税

が
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収

（
天
引
き
）さ
れ
ま
す
。

◎
公
的
年
金
と
は

　

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
老
齢

ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
で
、
国
民
年
金
、
厚
生

年
金
、
共
済
年
金
を
い
い
ま
す
。

◎
対
象
者

　

平
成
21
年
4
月
1
日
現
在
、

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者

で
、
市
・
県
民
税
を
納
付
さ
れ

て
い
る
方
、
か
つ
年
額
18
万
円

以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は

老
齢
年
金
、
退
職
年
金
な
ど
を

受
給
し
て
い
る
方（
介
護
保
険

料
の
特
別
徴
収
と
同
じ
）

◎
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
が
中

止
と
な
る
場
合

　

年
の
途
中
で
高
山
市
外
へ
転

出
し
た
り
、
公
的
年
金
に
課
税

さ
れ
る
市
県
民
税
の
税
額
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
で
す
。
年
金

か
ら
の
天
引
き
が
中
止
に
な

り
、
残
り
の
税
額
を
納
付
書
や

口
座
振
替
で
納
め
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

市
県
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

 
65
歳
以
上
の
方
は
今
秋
10
月
か
ら

　

平
成
18
年
度
か
ら
進
め
て
い

た
Ｊ
Ｒ
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
工
事
が

い
よ
い
よ
完
成
し
、
6
月
27
日

㈯
午
後
1
時
か
ら
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
駅
東

西
の
通
行
が
便
利
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
歩
行
者
道
の
整

備
に
よ
り
、
自
転
車
も
歩
行
者

も
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
な

る
ほ
か
、
明
る
い
照
明
や
防
犯
装

置
、
手
す
り
も
設
置
し
、
安
全

性
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
車
道
に
つ
い
て
は
3
・
1

㍍
の
高
さ
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

工
事
の
完
成
に
伴
い
、
6
月

27
日
㈯
午
前
10
時
か
ら
開
通
式

典
を
行
い
、
式
典
後
、
Ｊ
Ｒ
ア

ン
ダ
ー
パ
ス
内
を
自
由
に
歩
い

て
見
学
し
て
い
た
だ
け
る
時
間

を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
次
号
で
紹
介
）。

完
成
間
近
。
Ｊ
Ｒ
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
工
事

完
成
間
近
。
Ｊ
Ｒ
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
工
事

 

6
月
27
日
㈯ 

午
後
１
時
か
ら
開
通

　

市
で
は
、
21
年
度
か
ら
の
新

し
い
取
組
み
と
し
て
、
潤
い
の

あ
る
ま
ち
、
人
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
高
山
の
景
観
に
ふ
さ
わ

し
い
塀
な
ど
の
設
置
に
対
し

て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業　

景
観
重
点

区
域
内
の
事
業
で
次
の
全
て
に

該
当
す
る
も
の（
6
月
1
日
以

降
に
始
め
る
事
業
が
対
象
で
す
）

①
板
塀
、
塗
塀
、
土
塀
、
板
壁
・

　

板
化
粧
の
新
設
や
改
修

②
公
衆
用
道
路
、
ま
た
は
河
川

　

に
面
し
た
部
分

③
市
の
景
観
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

④
概
ね
高
さ
０
・
９
㍍
以
上
、　

　

長
さ
１
・
８
㍍
以
上

⑤
適
切
に
固
定
さ
れ
て
い
る
も
の

⑥
5
年
以
上
活
用
す
る
も
の

⑦
建
築
基
準
法
や
市
の
条
例
な

　

ど
に
適
合
す
る
も
の

補
助
率
・
限
度
額　

事
業
経
費

の
３
分
の
１
以
内
。
た
だ
し
、

１
・
８
㍍
当
た
り
の
限
度
額
は

５
万
円
、
１
カ
所
当
た
り
の
最

大
限
度
額
は
30
万
円

景
観
を
守
る
塀
な
ど
の
設
置
に
助
成

 
１
カ
所
当
た
り
の
限
度
額
は
最
高
30
万
円
ま
で

国分寺通り側から望む
JRアンダーパス

●平成21年度の納め方

●平成22年度以降の納め方

納付書・口座振替
で納める（普通徴収）

年金からの天引き
（特別徴収）

月 6月 8月 10月 12月 2月
税額 1/4 1/4 1/6 1/6 1/6

年金からの天引き
（特別徴収）

月 ４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月
税額 1/6 1/6 1/6 1/6 1/6 1/6

　年金からの特別徴収（天引き）は納税方法を変更するもの
であり、新たに税負担が発生するものではありません。

公的年金に課税される市県民税は、給与からの天
引きができなくなります。

　法の改正により、公的年金に課税される市県民税を給与か
ら天引きされていた方は、平成21年度分からは給与からの天
引きができなくなります。65歳以上の方は公的年金からの天
引き、65歳未満の方は個人で納付をすることになります。

65歳以上の方
年金からの天引き
（特別徴収）

65歳未満の方
個人で納付
（普通徴収）

公的年金に課税
される市県民税
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問
合
先

保
険
医
療
課

35-

3
1
3
7

◎笑顔待つ　家庭に帰ろう「8」のつく日（毎月8日、18日、28日は「早く家庭に帰る日」です）

●
高
山
市
民
プ
ー
ル（
赤
保
木
町
）

期
日　

7
月
15
日
〜
８
月
31
日

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
15
分

●
清
見
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

プ
ー
ル（
清
見
町
三
日
町
）

期
日　

７
月
１
日
〜
８
月
31
日

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
9
時

（
日
・
火
・
木
は
午
後
５
時
ま
で
）

●
国
府
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

プ
ー
ル（
国
府
町
三
日
町
）

期
日　

７
月
１
日
〜
８
月
31
日

時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

（
火
・
木
・
土
は
午
後
６
時
〜

９
時
も
営
業
）

●
奥
飛
驒
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

　

タ
ー
プ
ー
ル（
奥
飛
驒
温
泉

　

郷
村
上
）

期
日　

７
月
１
日
〜
11
月
30
日

時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
８
時

休
館　

火
・
水
曜
日
、
夏
休
み

中
は
火
曜
の
み
休
館

対
象　

市
国
保
、
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
方

定
員　

４
２
０
人

実
施
回
数　

１
人
あ
た
り
10
回

利
用
で
き
る
回
数
券
を
配
布

（
場
所
や
利
用
日
は
自
由
）

受
講
料　

無
料

そ
の
他

・ 

悪
天
候
や
低
水
温
の
場
合
に

は
、
休
業
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・ 

学
校
行
事
な
ど
で
使
用
す
る

場
合
、
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
保
険
証

の
記
号
番
号
、
ま
た
は
被
保
険

者
番
号
を
記
入
し
、
６
月
12
日

㈮
ま
で
に　

 

、　 

で
保
険
医
療

課
に
申
し
込
む

夏季水中歩行を夏季水中歩行を
44会場で実施会場で実施

 湯・遊健康講座

　昨年まで、冬季にクア・アルプ
を会場に行っていた湯・遊健康講
座「水中歩行運動」を、今年度から
市内４カ所のプールを利用して夏季
にも開催します。
　それぞれのプールの営業時間内で
あれば、いつでもどこのプールでも
利用できますので、今まで参加が難
しかった支所地域のみなさんも、こ
の機会にぜひご参加ください。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
家
計
を

応
援
し
、
地
元
商
店
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に「
得
と
く
商
品

券
」が
本
年
2
月
16
日
よ
り
販

売
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
変
好

評
を
得
て
、
販
売
開
始
後
2
週

間
で
完
売
と
な
り
、
追
加
発
行

の
要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
高
山
市
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
委
員
会

で
は
6
月
１
日
か
ら
額
面
総
額

3
億
円
の
商
品
券
の
追
加
発
行

を
決
め
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
商
品
券
を
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。

●
発
行
総
額　

3
億
円

●
商
品
券
の
額
面　

千
円
券
の
み

●
1
回
の
購
入
限
度
額　

10
万

円（
額
面
）

●
使
用
期
限　

8
月
15
日
㈯

問
合
先
高
山
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
委
員
会（
商
工
会
議
所
内
）

32-

0
3
8
0

問
合
先

企
画
課

35-

3
1
3
4

維
持
課

35-

3
3
4
0

｢

得と
く

と
く
商
品
券｣
販
売
開
始

 

市
が
10
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
分
を
助
成

6月1日から
追加販売

み
ん
な
で
防
ご
う
土
砂
災
害

●
６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

　

雨
が
多
く
な
る
6
月
は
、
土

砂
災
害
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
市
で
は
、
期
間
中
、
県
や

警
察
、
消
防
署
な
ど
と
連
携
し

て
、
土
石
流
危
険
区
域
な
ど
の

現
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
み
な
さ
ん
の

お
気
づ
き
の
点
な
ど
、
情
報
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

｢土砂災害・全国統一防災訓練｣を
行います。
●期日　6月7日（日）　午前9時～
●場所　清見町三ツ谷地区
高山市、三ツ谷町内会（自主防災組織）、消
防団清見支団など4団体・約130人が参加し
て、土砂災害を想定した防災訓練を行います。

登録して安心
｢安全安心情報メール」
　市では、防災情報をさま
ざまな媒体を通じてお伝え
していますが、｢安全安心
情報メール」もその一つ。
万一に備え、ぜひ登録く
ださい。
　なお、登録は無料ですが、メールの受信など
にかかる通信料はご負担ください。
HP://www.city.takayama.lg.jp/
携帯用HP http://www.city.takayama.lg.jp/i/

●防災行政無線の通報内容が確認できます。
　専用ダイヤル235－6000（通話料がかかります）



くらしくらしと健康健康くらしくらしと健康健康くらしと健康 問合先　健康推進課　　35-3160

6月 のこころの健康相談
地域 相談日 時間 場　所 内　容

高山

丹生川

3日（水）

10日（水）

市保健センター

丹生川福祉センター

１３：３０
　～１５：００
１３：３０
　～１５：００

・精神科医による無料
　相談です
・予約が必要です

◎休日、夜間等の急病の場合、受診できる医療機関の問い合わせは、高山地域救急病院案内（　34―3799）へ

問合先 飛驒保健所 33-1111（内310）

健　

康　

の　

相　

談　

と　

診　

療

健　

康　

の　

相　

談　

と　

診　

療

相談名 対象となる方 期　日 受付時間 持ち物 場所

4 カ 月 児 健 診

1 歳 6 カ 月 児 健 診

　 　
2 歳 児 相 談

3 歳 児 健 診

市 民 健 康 相 談

医 科 診 療

歯 科 診 療

小 児 夜 間 診 療

母子健康手帳を受けていない妊婦
出産予定が21年  11月の妊婦
出産予定が21年  10月の妊婦
出産予定が21年  9月の妊婦
出産予定が21年  8月の妊婦と夫

育児、食生活、生活習慣病などに
ついての悩みや相談ごとのある方

休日に急に病気になった方

日曜日に歯が痛くなった方
小児のフッ素塗布希望の方

夜間に急に病気になった方

21年
21年
21年
19年
19年
19年
19年
19年
18年
18年

1月21日～
2月  1日～
2月11日～
11月  1日～
11月16日～
5月  1日～
5月16日～
5月26日～
5月  1日～
5月16日～

1月31日生まれ
2月10日生まれ
2月20日生まれ
11月15日生まれ
11月30日生まれ
5月15日生まれ
5月25日生まれ
5月31日生まれ
5月15日生まれ
5月31日生まれ

9・23
1
8
15
22
10
17
24
11
25
12
19
26
12
26

13：15～13：30
13:15～13：30
13:15～13：30
13:15～13：30
  9：15～  9：30

13：00～14：00

12：30～13:30

  9：15～  9：45

12：30～13:30

  9：00～11：00

（月）13：30～15：30
（木） 9：00～11：00
  8：30～11：30
13：00～14：30

  8：30～11：30

20:00～21:30

妊 娠 証 明 書
母 子 健 康 手 帳
母 子 健 康 手 帳
母 子 健 康 手 帳
母 子 健 康 手 帳
母 子 健 康 手 帳
問 診 票
バ ス タ オ ル

母 子 健 康 手 帳
問 診 票

母子健康手帳・問診票
子ども用フォーク・お手
ふき・歯ブラシ・コップ

母子健康手帳・問診票
尿・歯ブラシ・コップ

乳幼児の相談の方は
母 子 健 康 手 帳

市
保
健
セ
ン
タ
ー（　
35―

3
1
6
0
）

市保健センター内
高山市休日
診療所
　３５－３１７５

毎週月～金
（祝日を除く）
毎週月・木
（祝日を除く）

7・14
21・28

市保健センター

各支所

2009.6.1

久美愛厚生病院内
小児夜間救急診療室　
　32-1115

5・12
19・26

7・14
21・28

健 康 保 険 証
医 療 受 給 者 証
（受給されている方）
フッ素塗布：1,050円
健 康 保 険 証
医 療 受 給 者 証

集
団
予
防
接
種   

（
6
月
〜
7
月
）の
お
知
ら
せ

※住んでみえる地域での接種が原則ですが、他の地
域で接種される場合は、ワクチン準備の関係がありま
すので健康推進課までご連絡ください。 

問合先 健康推進課
35-3160

○必要なもの 母子健康手帳
○料金　無料
○予防接種が受けられない方
　①下痢・発熱・重い急性の病気
　②他の生ワクチン（麻しん・風しん、ＢＣＧなど）接種後28日未満
　③他の不活化ワクチン（三種混合、二種混合など）接種後7日未満
○かかりつけの医師に相談が必要な方
　①１カ月以内にウイルス性疾患（突発性発疹、手足口病、
　　水ぼうそう、おたふくかぜなど）にかかった方
　②１年以内にけいれんを起こした方

ポリオ 生後３カ月～７歳６カ月
未満のお子さんが対象

地　域 場　　　所 6月 7月 受 付 時 間

市保健センター

丹生川保健センター
清 見 診 療 所
荘 川 診 療 所
久々野保健センター
朝日保健センター
高 根 診 療 所
国府保健センター
奥飛驒総合文化センター
上宝保健センター

丹生川
清　見
荘　川
久々野
朝　日
高　根
国　府

高　山
一之宮

ポリオは41日以上の間隔で2回（春期と秋期に実施）

25 11：30～11：45

次回は9月の予定です

次回は10月の予定です

次回は11月の予定です
次回は11月の予定です
次回は10月の予定です
次回は11月の予定です

次回は10月の予定です

次回は10月の予定です

妊 婦 教 室  
妊 婦 教 室
妊 婦 教 室
妊 婦 教 室  

母 子 健 康 手 帳 交 付
第1回
第2回
第3回
第4回

６月2日（火）
3日（水）
4日（木）
5日（金）
15日（月）
16日（火）
17日（水）
18日（木）
19日（金）
22日（月）
23日（火）
25日（木）
26日（金）

6月1日（月）
　  2日（火）

6月4日（木）
5日（金）
8日（月）
29日（月）
30日（火）

6月11日（木）
　  12日（金）
15日（月）
　16日（火）

岩滝公民館

松之木公民館

千島会館

三福寺研修センター

高山別院

森下ふれあい会館

一之宮保健センター

平湯公民館

奥飛驒総合文化センター

下野々俣公民館
荘川総合センター

荒城農業体験交流館

金桶集会所

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

6月の特定健診会場（高山市国保）
高山地域

一之宮地域

国府地域

上宝・奥飛驒温泉郷地域

荘川地域

健 診 日 健　診　会　場

健 診 日

6月1日（月）
　  9日（火）

健 診 日

健　診　会　場

6月18日（木）
　  19日（金） 久々野公民館

久々野地域
健 診 日 健　診　会　場

健 診 日 健　診　会　場

健　診　会　場

健 診 日 健　診　会　場

○肺がん検診(胸部レントゲン検査)および健康診査（40
　歳未満）も受けられます。 
○受付時間は午前８時30分から午前10時30分までです。
○いずれの会場も駐車場が少ないのでご注意ください。
○被用者保険（高山市国保以外の健康保険）でも、上
　記の会場で健診を受けられる場合があります。
　ご加入の健康保険にお尋ねください。

奥飛驒温泉郷
上　宝

11



募
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ホームページアドレス http://www.city.takayama.lg.jp/
メール　　　 市ホームページ　　   ファックス 　　　電話　　　　　  ハガキ・往復ハガキ　　　郵送

で申し込む場合は、講座名・住所・氏名・電話番号を明記。

往復
ハガキ

往復
ハガキ

情報のひろば 情報情報のひろばひろば情報のひろば

期　日　６月11日（木）
時　間　午後７時開場 　午後７時30分開演
場　所　市民文化会館小ホール（昭和町1）
入場料　無料（整理券が必要。健康推進課・各支所
で取り扱っています。一人２枚まで。なくなり次第終了）
問合先　健康推進課（   35-３１６０）

　ピラティスは胸式呼吸を用いながら、
ストレッチを中心とした動きで、体の奥
の筋肉をしなやかで丈夫な筋肉に鍛え
る運動です。
参加資格　市内に在住・在勤の方
期日　7月1日（水）～8月5日（水）ま
　　　での毎週水曜日（6回コース）
時間　午後7時30分～ 8時30分
場所　女性青少年会館（花里町1）
定員　20人（超えた場合は抽選）
参加料　保険料600円
申込方法　6月9日（火）までに　　 ・来
館・　　・

献立：チキンのスープカレー・サラダ・ゼリー
講師：JAひだ高山営農センター生活
　　　指導員　新井麻由美さん
参加資格　市内に在住・在勤の方
期日　6月25日（木）
時間　午前10時～午後1時
場所　女性青少年会館（花里町1）
定員　20人（超えた場合は抽選）　
参加料　材料費　1,500円
申込方法　6月9日（火）までに　　 ・来
館・　　・

　リウマチについて講演会及び相談会
【講師】　五藤　弘　先生（久美愛厚
生病院　整形外科部長）
参加資格　市民及び関心のある方
期日　6月13日（土）
時間　午後1時30分～ 3時30分
場所　総合福祉センター（昭和町2）
定員　60人程度
参加料　無料
申込方法　6月8日（月）までに 　  ・

　　　　　
市民活動推進課
　 ３５-３４１２  FAX35-3414

花づくり講習会
申　込
問合先

参加資格　中学生以上
期日　6月21日（日）
時間　午前9時～正午
場所　高山消防署 会議室（桐生町3）
定員　30人（超えた場合は抽選）　
参加料　315円（テキスト代、人工呼
吸用携帯マスク）
申込方法　6月20日（土）までに

　　　　　
高山消防署 救急課
　 ３２-０１１９

市民の方を対象とした普通救命講習
申　込
問合先

　　　　　
社会福祉協議会
　３５-０２９４  FAX３４-６７３６

リウマチ相談公開講座
申　込
問合先

　飛驒高山高等学校（山田校舎）の園
芸科学科教諭による花づくりの説明と寄
せ植えの実習を行います。
参加資格　市内に在住・在勤の方
期日　6月20日（土）
時間　①午前9時～ 10時30分
　　　②午前10時30分～正午
場所　飛驒高山高等学校山田校舎（山田町）
定員　①・②各30人ずつ　合計60人
　　　（超えた場合は抽選）
参加料　1,000円
申込方法　6月10日（水）までに 　　・
　　　　 （希望時間①または②、住
所、氏名、電話番号を明記）

◎笑顔まつ　家庭に帰ろう「8」のつく日（毎月8日、18日、28日は「早く家庭に帰る日」です）

　　　　　
女性青少年会館
　 ３２-０３９４  FAX３５-２３９４

ピラティス講座
申　込
問合先

　児童養護施設に生活している子ども
たちの中で、夏期の帰省時に、家庭
の事情などで帰省できない子どもを3日
間預かり、家庭生活を体験させてい
ただける「三日里親」を募集します。
参加資格　里父母が概ね65歳未満の
心身ともに健康なご家庭
期日　8月1日（土）～ 8月3日（月）
場所　各ご家庭
申込方法　6月24日（水）までに所定
の申込用紙に記入のうえ子育て支援
課、または各支所地域振興課まで

　　　　　
子育て支援課
　３５-3140

「三日里親」
申　込
問合先

募集区画　
・宗猷寺墓地（宗猷寺町）：5区画
・法華寺墓地（天性寺町）：1区画
・素玄寺墓地（天性寺町）：2区画
・雲龍寺墓地（若達町1）：4区画
・北ヶ洞墓地（左京町）：9区画
・宇津江墓地（国府町宇津江）：14区画
※申込みは1人につき1区画（申込み
　多数の場合は抽選）
永代使用料　1㎡あたり30,000円
（市内に住所を有しない方は2倍の額）
維持管理費　1区画あたり年450円（宇
津江墓地のみ）
申込方法　6月12日（金）までに窓口、
HPにある「市営墓地使用申込書」に記
入・押印し、管財課又は国府支所地
域振興課に提出

　　　　　
管財課
　３５-3135

市営墓地使用者
申　込
問合先

・

・

　　　　　
女性青少年会館
　 ３２-０３９４  FAX３５-２３９４

地元の食材を使った夏料理講習会
申　込
問合先

参加資格　どなたでも
期日　6月13日（土）
時間　午前9時30分～午後3時
場所　ろうかん（名田町5）
定員　法律相談は7人（その他はなし）
申込方法　法律相談は事前に　 
（受付6月8日（月） 午前9時から）
定員になり次第終了

岐阜県労働者福祉協議会飛驒支部
　 57-7211

なんでも相談会
申　込
問合先

E-mail:info＠takayama-home.jp

E-mail:info＠takayama-home.jp

※FAX・メールの場合（講座名・氏名・住所・電話番号）

※FAX・メールの場合（講座名・氏名・住所・電話番号・
　生年月日記載）

（申込開始 6月2日（火））

（申込開始 6月2日（火））

そうゆうじ

そげんじ

ほっけ じ

うんりゅう   じ

きた が ほら

う  つ   え

『輝いて生きる（各年代の人へ）』
聖路加国際病院｢日野原重明氏｣講演会

ひ　の  はら しげあき

ご  とう　 ひろし

あら  い　 ま　 ゆ　 み
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○6月16日（火）
　高山商工会議所　  ３２-０３８０
○６月１７日（水）
　高山南商工会久々野本所
　　　　　　　　　  ５２-３４６０
○６月２４日（水）
　高山西商工会清見支所
　　　　　　　　　  ６８-３３６６

　母子家庭の母に対し、就業に役立
つ技能、資格を習得するための講習
会を実施します。（教材費は受講者負担）
○ホームヘルパー 2級
○医療事務
○パソコン
参加資格　母子家庭の母等
期日　平成21年度中に実施
定員　若干名
申込方法  6月15日（月）までに子育て支
援課にある用紙に記入して提出
必要書類
児童扶養手当証書、または福祉医療
費受給者証（母子家庭等）
※その他、詳細はお問合せください。

募　集

参加資格　60歳代前半でマウス操作・
文字入力ができる方
期日　6月29日（月）～7月10日（金）
場所　高山卸商業センター
定員　20人（超えた場合は抽選）
参加料　無料
申込方法　6月17日（水）までに市役所・
ハローワーク・シルバー人材センターに
ある用紙に記入し

　　　　　
社団法人高山市シルバー人材センター
　32-8090

「パソコン事務」の受講者
申　込
問合先

　シルバー世代の方を対象に、より
健康な体を維持していくために、バラ
ンスのとれた食事を学習します。
参加資格　市内在住の60歳以上の方
期日　6月15日（月）
時間　午前10時～午後1時
場所　市保健センター（花岡町2）
定員　20人（超えた場合は抽選）
参加料　100円（材料代）
申込方法　6月10日（水）までに

　　　　　
健康推進課
　35-3160

ひまわり会 料理教室
申　込
問合先

　　　　　
子育て支援課
　35-3140

就業支援講習会
申　込
問合先

荒城農業体験交流館体験教室荒城農業体験交流館体験教室
対象 市内在住・在勤の方
場所 荒城農業体験交流館（国府町八日町）
申込方法 　　・　　※定員を超えた場合は抽選

申　込
問合先　

荒城農業体験交流館
　72-1066

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ 問合先　市図書館「煥章館」　 32-3096

体験教室名 時　　間期　日 定員 参加費 申込期限
うどん打ち体験教室

そば打ち体験教室

女性の為のカントリ－木工教室
お菓子つくり教室

グラスア－ト教室

6月17日（水）

6月24日（水）
6月25日（木）
6月26日（金）

6月18日（木）

6月10日（水）

6月17日（水）

6月11日（木）午前１０時～正午
午後7時～9時30分

午後7時～9時30分
午後1時～3時30分

午後7時～9時

15人

15人

10人

500円

1,000円

6月18日（木）10人 1,000円
午後1時～3時30分 6月19日（金）10人 1,200円

1,000円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

無料経営相談

時間はいずれも午後１時から４時です。

稲越功一 写真展
　当市出身で今年2月25日に逝去された写
真家故稲越功一さんの作品を展示しています。
期間　8月30日（日）まで
場所　市役所地下1階 市民ラウンジ
　　　市図書館「煥章館」
時間　各施設の開庁（館）時間

期日  6月27日（土）　時間  午前10時～正午頃
場所  市図書館荘川分館（荘川総合センター内）

期日  6月6日（土）　　時間  午前10時～正午頃
場所  市図書館国府分館（国府公民館内）

①飛驒に伝わる民話、伝説などの朗読
②音楽遊び
　協力：高山音訳サークル「あめんぼの会」
　　　　村田 初枝さん（音楽療法士）

①絵本・紙芝居などの読み聞かせ
②折り紙、画用紙を使った簡単な工作
③読み聞かせボランティアなどによる読み聞かせの
　アドバイス

むら た    はつ  え まえだ　　いちろう

荘川分館
～朗読と音楽のつどい～ 「梅雨の晴れ間に」

国府分館　おはなし会

近代イギリス社会と音楽（全５回）
○第１回「大英帝国への道」（ヘンデル「水上の音楽」など）
　イギリス社会に関わる音楽を鑑賞しながら、時代背景と文化に
ついて学びます。
講師　前田  一郎さん　　 期日　6月15日（月）　　
時間　午後7時30分～9時　場所　市図書館「煥章館」（馬場町2）

CDコンサート

※参加費無料、
　当日直接会場へ

分館未登録資料の整理について

つ　ゆ

◎図書館の6月特集コーナー：【児童】「ちくたくちく･･･1秒、1日、1生･･･」　【一般】「スローライフ」

　図書館分館の未登録資料を図書館システムに登録します。（データベー
ス化）。登録後は、すべての図書館の蔵書を図書館システムで検索ができ
るようになります。
　作業期間中は、通常どおり開館します。開館時間中、館内でラベル貼
りや本棚の整理等を行います。
　ご迷惑をおかけしますがご協力をよろしくお願いします。
ボランティア募集　作業のお手伝いをしてくださるボランティアを募集し
ています。活動場所は、最寄りの図書館です。　詳しくはお尋ねください。

・

問合先　 生涯学習課　　35-3123

いな　こし　こう　いち
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で申し込む場合は、講座名・住所・氏名・電話番号を明記。

往復
ハガキ

往復
ハガキ

情報のひろば 情報情報のひろばひろば情報のひろば

●6月前半のケーブルテレビ番組（主なもの）●

※ケーブルテレビでは、このほかにもいろいろな番組を放送しています。ぜひご覧ください。

わがまち再発見

番　組　名 放　送　内　容

○月水金日  8：00～  10：30～  20：30～
○火木土　10：00～  12：30～  21：30～

○月水金日 6：30～  9：30～  19：00～
○火木土　 8：30～  11：30～  20：00～

○月水金日 12：00～  21：30～
○火木土　 14：00～  19：30～

ハイ！ 市役所です

飛驒高山情報局

議会傍聴席

脱メタボ！見直しませんか生活習慣
新緑とラベンダーに包まれて ～清見地域の紹介～

位山街道
～匠も通った古代へと誘う道～

6月定例会の生放送と録画放送

各種無料相談
●司法書士無料法律相談
司法書士会高山支部による法律相談所
期日　6月20日（土）
時間　午後1時～ 5時
場所　市民文化会館（昭和町1）
申込方法　事前に

●不動産無料相談
宅建協会飛驒支部による相談所
期日　6月9日（火）
時間　午後1時～ 3時
場所　宅建協会飛驒支部事務所（総和町2）
申込方法　直接会場へ

申　込
問合先　

岐阜県司法書士会事務局
　058-248-1715

申　込
問合先　

岐阜県宅地建物取引業協会飛驒支部
　36-1396

　消防法で定められた一定規模以上
の旅館、ホテル、店舗、飲食店など
に選任が必要な防火管理者の資格取
得講習会を開催します。
参加資格　防火対象物に勤務し、監
督的な立場にある方
期日　7月16日・17日（2日間受講必要）
時間　午前9時～午後4時20分（2日間）
場所　丹生川支所（丹生川町坊方）
定員　80人程度（超えた場合は選考）
参加料　1,500円（テキスト代）
申込方法　7月10日（金）までに消防
署、分署、出張所へ申込書を提出ま
たは予防課へ

甲種防火管理新規講習会
市消防本部予防課
　 ３２-３０２７ FAX３５-３５９９

　危険物の保安に対する意識高揚や
啓発を図ることにより、危険物施設を
所有する事業所の自主保安体制の確
立、一般消費者への注意喚起のため
に実施します。
・危険物施設（給油取扱所・移動タ
　ンク貯蔵所）に対する立入検査
・消防庁舎への懸垂幕・桃太郎旗の
　掲示　事業所へのポスター掲示
・セルフスタンドにおける吹きこぼれ事
　故などへの安全対策推進
・危険物施設及び一般消費所（一般
　家庭のホームタンクなど）からの流出
　事故防止について注意喚起
期間　6月7日（日）～ 13日（土）

危険物安全週間
問合先　市消防本部予防課
　　　　　３２-３０２７

【6月の献血】

10（水）

11（木）

（株）打江精機（匠ヶ丘町）

高山信用金庫三福寺支店
（三福寺町）

市役所（花岡町2）

  9:00 ～ 16:00

  9:00 ～ 12:00

13:30 ～ 16:00

期 日 時  間 場　　所

第11回ひだ桃源郷くぐのアマゴ釣り大会
播隆祭
飛驒高山・山の自然学校　など

申　込
問合先

期　日　６月13日（土）
時　間　午後１時30分～
場　所　飛驒の里（上岡本町1）
問合先　飛驒の里（　34-4711）

｢合掌家屋の放水訓練｣
飛驒の里

●水道メーターの取替作業を進めています（敷地内への立入や10分程度の断水にご協力願います）。

（各支所管内の宅内修繕は、施工した指定工事店で対応します）水道工事当番店〔6月〕 問合先  上水道課 　35-3149

期　日 指定工事事業者 電　話 期　日 指定工事事業者 電　話

期　日 指定工事事業者 電　話

期　日 指定工事事業者 電　話

高山地域

その他地域

6
月
中 

土・日

期日 指定工事事業者 電　話

78-1552

53-2043

68-2109
68-2614
05769-2-2460
68-2109

丹生川地域／㈲こがいと設備

一之宮地域／㈲川原設備

清見地域／㈲橋詰設備
　　　　　㈲梅地土建
荘川地域／㈲奥美濃設備
　　　　　㈲橋詰設備

国府地域
期　日 指定工事事業者 電　話

朝日・高根地域

久々野地域

上宝・奥飛驒温泉郷地域

6（土）

7（日）

13（土）

14（日）

20（土）

21（日）

27（土）

28（日）

㈲中洞設備

㈲峰設備

㈱アクアテック

㈲大平工業

㈱大洞水道

㈱田原設備工業

橋本工業㈱高山支店

㈲島久設備

㈱森本配管工事店

吉本設備㈲

㈲八賀設備

国府設備

72-3067

72-3323

72-2939

72-3176

34-3447

34-5282

36-2680

33-7238

34-0399

33-9804

73-5464

34-4509

㈲大道石油

㈲朝日電気工事商会

㈲山本商会

㈲洞口住設

アクシス

52-3131

52-3284

52-0020

55-3074

55-3061

21（日）、27（土）、
28（日）

13（土）、14（日）、
20（土）

6（土）、 7（日）、
13（土）、14（日）
20（土）、 21（日）、
27（土）、 28（日）

13（土）、14（日）

20（土）、21（日）

27（土）、28（日）

6（土）、7（日）

6（土）、7（日）

13（土）、14（日）

20（土）、21（日）

27（土）、28（日）

6（土）、7（日） ㈲大下設備工業

㈲中本設備

㈲大下工業所

㈲大下設備工業

0578-86-2413

0578-86-2606

0578-86-2331

0578-86-2413
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◎ヒッツFMで「声の広報たかやま」を放送しています  1日、15日の午前6時～7時・午後10時～11時

6月6日（土）
7日（日）

10日（水）
13日（土）
14日（日）

21日（日）
26日（金）

27日（土）リサイクル資源回収（日枝中、中山中）
第37回みどりに親しむ日　松倉山市民ハイキング（松倉シンボル広場ほか）
土砂災害・全国統一防災訓練（清見町三ツ谷地区）
リサイクル資源回収（荘川小※アルミ缶のみ）
合掌家屋の放水訓練（飛驒の里）
リサイクル資源回収（清見小）
よもぎ祭り（朝日町 道の駅ひだ朝日村）
高山市消防操法大会（一之宮町 宮中学校グラウンド）
露天風呂の日（奥飛驒温泉郷）

JRアンダーパス開通式
ひだ清見ラベンダーフェア（～７月12日 清見町 ひだ清見ラベンダー園）
第17回源流の森づくり（一之宮町）

※高山地域の結婚相談は、毎週火曜日の第１・３・５週は午後０時３０分～３時３０分、第２・４週は午後５時３０分～８時３０分

各種相談窓口をご利用ください （6月）

高　山

丹生川

清　見

荘　川

一之宮

久々野

朝　日

高　根

国　府

地域　　　　　　  行政相談

19日（金）／午後1時～4時／丹生川支所

25日（木）／午前9時～正午／荘川総合センター

17日（水）／午後6時～9時／丹生川福祉センター

 

10日（水）／午後1時～4時／荘川福祉センター 

4日（木）／午後1時～4時／飛驒位山文化交流館 

17日（水）／午後6時30分～9時30分／久々野支所 

毎週水・金曜日／午後1時～4時／総合福祉センター※結婚相談日は別日 

10日（水）／午前9時～正午／きよみ館（清見支所）

8日（月）／午前9時～正午／高根福祉センター

17日（水）／午後6時～9時／朝日支所

おしらせ ●売却物件（土地）
　所在地：高山市山口町1179番1ほか3筆
　登記地目：宅地・山林・原野
　売却数量：33,926.88㎡
●売却の方法
　一般競争入札（期間入札）による売却
●一般競争入札のスケジュール
　①公示日　5月27日（水）
　②入札受付期間　6月17日（水）から
　　6月23日（火）まで
　③開札日　7月14日（火）
●その他　「入札のしおり」を配布し
　ています。
●照会先　〒500-8716　岐阜市金竜
　町5丁目13番地 財務省 東海財務局
　岐阜財務事務所　売却担当
　　058-247-4252
　HP http://www.mof-tokai.go.jp

国有財産売却のお知らせ

《今後の予定》

上　宝
奥飛驒温泉郷

平塚・上山市民ツアー（7月2～ 4日）
リサイクル資源回収（久々野社教）（7月11日）
リサイクル資源回収（北社教女性部）（7月13日）
栃尾温泉やまびこ花火大会（奥飛驒温泉郷）（7月25日）
ちょけらまいか大仮装盆踊大会（さんまち通り）（7月25日）
合併5周年記念　第26回市民登山（北八ヶ岳）（7月25日）
第52回飛驒高山花火大会（宮川河畔）（7月29日）

1日（月）／午後1時30分～4時／久々野福祉センター

3日（水）／午後１時～４時／国府公民館

問合先　秘書国際室 　35-3130

※なるべく事前に予約ください
○市長室 FAX 32-7000○市民と市長の面談日

6月24日（水）
午前9時30分～11時

6月のこよみ

人権相談心配ごと・結婚相談

　発明考案の出願、特許・商標の登
録などについて弁理士による無料相談
会を行います。
参加資格　どなたでも
期日　6月11日（木）
時間　午後1時～ 4時
場所　市役所 2階（花岡町2）
定員　6人
申込方法　

　平成22年3月新規学校卒業者に対す
る求人取扱いの説明会を開催します。
期日　 6月12日（金）
時間　午後1時30分～
場所　飛驒・世界生活文化センター
　　　（千島町）

　　　　　
商工課
　 35-3144

無料発明相談会
申　込
問合先

（定員になり次第終了）

17日（水）／午後6時30分～9時30分／国府公民館

10日（水）／午後1時～4時／上宝支所16日（火）/午前9時～正午/上宝支所
16日（火）/午後1時30分～4時30分/奥飛驒総合文化センター

24日（水）/午前10時～正午/上宝公民館
　　　　　午後1時～3時/奥飛驒総合文化センター

高山公共職業安定所
　 32-5122

申　込
問合先

10日（水）／午前9時～正午／飛驒位山文化交流館 

3日（水）／午後1時～4時／国府公民館

新規学卒者対象求人説明会

　今年8月に高山デンバー友好
協会が実施する予定の高校生デ
ンバー派遣は、4月末に発生した
新型インフルエンザの流行により、
参加者の安全を考慮し中止となり
ました。

高校生デンバー訪問団
派遣事業の中止について
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連
絡

協
議
会
事
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局
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合
先

　

上
宝
町
連
合
町
内
会
は
、
高
原

川
、
蔵
柱
川
、
双
六
川
沿
い
に
点

在
す
る
8
町
内
会
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
3
年
前
は
11
あ
っ
た

町
内
会
も
、
過
疎
化
、
少
子
化
の

影
響
で
単
一
町
内
会
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
、

最
寄
り
の
町
内
会
と
の
合
併
に

よ
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

上
宝
地
区
は
典
型
的
な
農
業
地

域
で
す
が
、
近
年
の
高
齢
化
に
よ
っ

て
、
耕
作
放
棄
地
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
も 絆

環境美化
活動 自主防災

活動
安全・防犯
活動

防犯灯の
設置・管理

レクリエーション
活動

地域福祉・
青少年育成

住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
は

み
ん
な
の
手
で
！

住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
は

み
ん
な
の
手
で
！

《
地
域
通
学
の
安
全・防
犯
活
動
》

　

町
内
会
で
は
、悲
さ
ん
な

交
通
事
故
の
防
止
や
、子

ど
も
が
安
心
し
て
通
学
で

き
る
よ
う
に
見
守
り
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
未
加
入
の
方

は
、ぜ
ひ
加
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

　市内には282の町内会が
あり、住みよいまちづくりを積
極的に推進しています。
　その重要な役割を果たす町
内会を取りまとめる21の地区
連合町内会について、順に紹
介します。

　

過
疎
化
、
高
齢
化
が
進
行

す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
恒
例
と

し
て
行
っ
て
き
た
道
路
沿
線
の

草
刈
り
作
業
が
で
き
な
く
な
っ

て
き
た
町
内
会
が
出
て
き
ま
し

た
。
町
内
会
の
要
望
も
あ
り
、

連
合
町
内
会
と
し
て
平
成
19

年
度
か
ら
役
員
に
呼
び
か
け
て

草
刈
り
作
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
も
前
年
以
上
の

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
作
業
を
実
施
し
、
予
定
以

上
の
広
範
囲
な
草
刈
り
作
業
を

済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
年
齢
の
違
い
や
町
内
会
の

枠
を
超
え
た
交
流
の
輪
が
広

が
っ
て
き
た
こ
と
は
大
変
意
義

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
草
刈
り
作
業
の

準
備
を
進
め
て
お
り
、「
自
分

の
地
域
は
自
ら
綺
麗
に
！
」、

「
町
内
会
の
垣
根
を
飛
び
越
え

て
共
同
精
神
を
！
」を
ス
ロ
ー
ガ

●
私
た
ち
の
地
区
自
慢
●

共
同
精
神
に
よ
る

環
境
整
備

きらり輝く 地域活動きらり輝く 地域活動きらり輝く 地域活動
伝統芸能の継承

和田 博夫さん

　上宝町で力を入れている事業に、地元に伝わる「みなと」、「子
供の天神様祭り」の継承があります。特に「みなと」は、若者の間
にはなかなか溶け込めなかったようですが、昨年の発表会後次
第に浸透して､今年は若者も含めて300人を超す観客が訪れる
盛況な発表会となりました。
　一方、｢子供の天神様祭り」は、少子化の影響で開催できなく

なるような町内会が増えてきて
いる中で、現在本郷、吉野およ
び在家の３町内会では、稽古か
ら本番まで子どもたち独自の企
画運営によって行われています。
　今後もこの地域の伝統を継続
していけるよう努めていきたい
と考えています。

環境美化環境美化

町内会町内会町内会町内会町内会町内会

きずな

シリ
ーズ

シリ
ーズ

シリ
ーズ

シリ
ーズ

シリ
ーズ

シリ
ーズ

シリ
ーズ

印刷／高山印刷株式会社

若
者
の
定
着
が
厳
し
い
こ
と
を
如

実
に
表
し
て
い
る
現
象
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
破
す
る

た
め
に
、
最
重
要
課
題
と
の
位
置

付
け
で
高
山
市
街
地
に
最
短
で
つ

な
ぐ
十
三
墓
峠
を
含
め
た
改
良
促

進
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
旧
上

宝
村
中
央
部
へ
の
誘
致
に
つ
い
て

要
望
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

地
区
連
合
町
内
会

祝い唄の発表

清掃活動の様子
◎市民活動の相談日　毎週木曜日　午後2時～4時　ぷらっとルーム（きりう福祉センター内）

8の町内会で組織されています

上
宝

わ　だ　 ひろ お

地区会長の一言

上宝地区

上宝支所上宝支所

京大飛驒天文台
奥飛驒
温泉郷地域

高原川高原川

R471R471

高原川

R471●

北稜中北稜中

本郷小本郷小

上宝支所

北稜中

本郷小●

●

ン
に
、
生
き
生
き
し
た
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

国府地域

飛驒市
●
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